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離れた場所から記念樹をパシャッモニターに映して、ドローンの操縦画面や空からの映像を見学

試験一般開放（2021年）の様子

「樺太地図」当時設置された
各帝国大学（東京帝国大学、
京都帝国大学、北海道帝国大
学、九州帝国大学）演習林の
位置が記されています

千葉演習林では 2023 年 7 月 27 ～ 29 日の 2 泊 3 日で、近隣

に所在する千葉大学海洋バイオシステム研究センターと共催で

「高校生のための森と海のゼミナール～大学の先生と考える環境

問題と生物多様性～」を開催しました。今年は極端な空梅雨から

の快晴続きで、猛暑に注意しての運営でしたが、定員いっぱいの

10 名の高校生が元気に参加してくれました。定番の森林観察や

磯の生き物観察に加え、各自で設置した自動撮影カメラで「キョ

ン」やハクビシンの姿を捉え、またドローン等を用いた森林調査

などの最近のトピックについても紹介しました。20 年以上続く

本イベントも、コロナ禍の時期には中止や「オンライン＋日帰り」

での実施を強いられました。今回は、2 年前の日帰り実施の際に

も参加してくれた 1 名を含め、みなさん奥深い大森林と豊かな

海を満喫してくれたことと思います。

2023 年 5 月 27 日に東京大学の森育成資金イベント「秩父演

習林見学会」を開催しました。秩父演習林では、2 年に 1 回、東

京大学の森育成資金にご賛同いただき、秩父演習林で記念樹を希

望してくださった方を対象に見学会を行っています。2018 年度

以降、2019 年の台風災害の復旧作業の影響やコロナ禍のため開

催することができず、今年 5 年振りに寄付者の皆様をお招きす

ることができました。

今回は、ご家族やご友人とともに 5 組 13 名の方にご参加いた

だき、午前中はワサビ沢展示室を見学し、山田利博林長より秩父

演習林の近況報告を行いました。昼食は青空の下、用意したシシ

汁をご堪能いただきました。午後はバケモノ沢モノレールの体験

乗車で少しだけ秩父の急斜面を体験、その後樹木園へ移動し、記

念樹と一緒に記念写真を

撮ったり、樹木について

お話したりしながら、森

林散策を楽しんでいただ

くことができました。天

気にも恵まれ、気持ちの

良い一日となりました。

東京大学演習林は 1894（明治 27）年に日本で最初の大学演

習林として千葉演習林が創設されてから 129 年にわたる研究と

教育の歴史を有しています。その研究・教育活動の過程で、写真、

大判図面、動植物標本など、さまざまな資料が蓄積されてきまし

た。遠隔地の地方演習林に所蔵されてきたそれらの資料は、これ

まで主に演習林内の研究者によってさまざまに活用されてきまし

たが、広く一般にはそれらの存在自体が知られておらず、活用も

難しい状態でした。演習林では、各方

面からの支援をいただきつつ、これら

の資料のデジタル化を順次進めて「演

習林画像データアーカイブズ」として

広く公開しています（演習林ウェブサ

イト「公開データ」内にリンクがあり

ます）。こちらの写真は公開している

資料の一つで、1914（大正 3）年に

設置され 1945（昭和 20）年第二次

世界大戦終戦までの期間存在した東京

帝国大学農学部附属樺太演習林に関す

る演習林が所蔵する資料の「樺太地図」

です。

富士癒しの森研究所では今期計画の活動方針として「続・癒し

の森プロジェクト」を掲げています。その中の事業の一つが、よ

り多くの地域住民や来訪者が森林や緑地に親しめることを目標と

した一部エリアの一般開放です。これまで 2021 年秋と 2022 年

春に試験的取り組みとしてそれぞれ二日間の一般開放を試行しま

した。この経験を参考に本年度はいよいよ本格的な一般開放に向

けて準備を進めています。誰もが自由に、安全かつ快適に森の癒

しを享受できるように、地域住民有志による「癒しの森の会」メ

ンバーと研究所職員が一般開放の際の利用ルールや必要となる掲

示物、公開エリアの設定等を定期的に話し合っています。秋頃の

一般開放開始を目標として準備を進めていますが、詳細が決まり

次第、研究所ウェブサイトや山中湖村広報でお知らせする予定で

す。

東京大学の森育成資金イベント
「秩父演習林見学会」を開催

演習林画像データアーカイブズの紹介

千葉演習林「高校生ゼミナール」開催

富士癒しの森研究所の
一般開放に向けて
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サポーターやサポーターを目指す人に�
演習林職員が森林の説明

マツの大敵である「マツ枯れ」の
病原線虫の接種試験を体験

砂出し作業をする学生の様子

生態水文学研究所では 1922 年の設置当初より、森とそこから流れ出る水や土砂と

の関係を研究しています。それらの観測結果や研究成果を、さまざまな社会連携の機

会を通じて、地域社会に向け発信してきたところですが、観測や成果をより具体的

に、より身近に感じていただくために、ふるさと納税をつかった観測体験を 2023 年

8 月よりはじめました。森から流れ出る水の量を正確に観測するためには、上流から

運ばれて観測用のプール ( 量水堰 ) に溜まった土砂の量を定期的に測定・下流に排砂

する作業が欠かせません。「砂出し」と呼ばれるこの作業には、成果が目に見えやす

いためか、休憩を忘れて作業に没頭する学生が続出します。学生が没頭するほどの作

業を地域社会の皆様にも体験していただき、演習林をはじめとする大学における教育

や研究を理解していただくきっかけにしてもらいたいと考えています。交流協定を締

結する瀬戸市にも貢献できると期待しています。

2023 年 4 月 29 日、5 月 21 日、6 月 24 日の 3 日間、田無演習林にて市民向け公

開講座「松の世界」（前期）を開講し、5 名の方が受講されました。マツは田無演習

林の所在する武蔵野地域を代表する樹種のひとつであり、田無演習林にも関わりが深

い樹です。実際に田無演習林では、大学生が林業苗木の生産を学ぶための教材として、

農学部の実習で毎年扱っています。本講座の実習でも、学生実習と同じ播種や植替の

作業を受講者に体験してもらいました。このほかマツの多様性と系統、マツタケと菌

根、マツ枯れを題材として、座学と実習を組み合

わせて、幅広い視点でマツへの理解を深めていた

だきました。9 月からは後期の 3 回を開講する予

定で、マツの資源利用、盆栽としてのマツ、文化・

芸術の中のマツといったテーマを取り上げていき

ます。こうした市民向け講座は、大学ならではの

社会貢献の一環として今後も続けたいと思います。

富良野市では、主に小中学生を対象に、

森林を題材にした学習を行う「森林学習

プログラム」を行っています。東京大学

北海道演習林では、学習の題材として演

習林内の森（神社山）を提供するだけで

はなく、学習活動を支援するために一般

の人から募った「森林学習サポーター」

の養成・スキルアップにも協力していま

す。今年度は、毎年行っている新たにサ

ポーターを目指す人の養成のための講義や野外学習に加えて、すでにサポーターに認

定された人のスキルアップを目的に、富良野における森林と水の関係についての講義

も行いました。さらに、演習林が実施している公開行事「大麓山ハイキング登山会」（富

良野市と共催）でも、森林学習サポーターにガイドとして参加してもらい、ガイドと

してさらなるスキルアップを図ってもらいました。

ふるさと納税で「砂出し」体験

田無演習林で 
公開講座「松の世界」を開講

富良野市森林学習サポーターの
スキルアップに協力



投　稿　企　画

morikara川柳

東京大学演習林には 7 つの地方
演習林、2 つのセンターと 4 つの
研究室があります。

千葉演習林

生態水文学研究所

樹芸研究所

秩父演習林

富士癒しの森研究所

北海道演習林

田無演習林

地方演習林

森林圏生態学研究室

森林生物機能学研究室

森林圏生態社会学研究室

森林流域管理学研究室

研究室

教育・社会連携センター

フィールドデータ研究センター

センター

東京大学演習林

〒 113-8657  東京都文京区弥生 1-1-1  東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林社会連携委員会

morikara では、みなさんが作った演習林に
まつわる川柳を募集しています。
右の QR コードからご投稿ください。

morikara：東京大学演習林ニュースレター  ２号
発行日：２０２３年１１月１０日　発行人 ：久保田 耕平　編集人：齋藤 暖生

表紙写真：冬のカラマツ林（富士癒しの森研究所）

けものみち　元の道より　高規格

演習林　自衛隊に　間違われ

年輪を　見ると浮かぶ　あのお菓子


